








▶ 検体数に合わせてシステムを選択できる
・多検体測定用
・少数検体測定用

▶ 日本透析医学会基準対応
▶ 比色法試薬で(1→3)-β-D-グルカンと反応することなく、エンドトキシンにのみ特異的に反応 
▶ 測定時間30分で測定終了し、透析施行直前の測定が可能
▶ 検出限界0.001EU/mL（1EU/L）と高感度の測定が可能

▶▶▶ 特徴

ENDOTOXIN

▶▶▶ LAL試薬（ライセート試薬）の測定原理（概略図）

カブトガニ血球抽出液（ライセート）より調製されたLAL試薬（ライセート試薬）を用いてエンドトキシンを検出または
定量できます。これはライセートにエンドトキシンが加わるとエンドトキシン感受性のセリンプロテアーゼ前駆体である
C因子が活性化され、それに続くカスケード反応が活性化されることに基づいています。
透析液はこの反応系に対して、阻害あるいは促進的に作用する場合があります。
また、透析液中のエンドトキシンは各種素材の容器に吸着されやすく、その活性はサンプルを保存することで低下することが
知られています。したがって、透析液中のエンドトキシン測定には、阻害・促進の影響を受けにくく正確な測定を行うことが
できる試薬と安定化剤を含む採取・保存容器が必要となります。
生化学バイオビジネスでは、基準に適合し、簡便かつ正確にエンドトキシン測定ができる試薬・機器および採取管を
提供しています。

＋
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▶ 測定に必要な本数だけ使用できるシングルタイプの比色法試薬および機器
・EGリーダーSV-12
・エンドスペシーES-24Sセット

▶ 測定時間：30分
▶ 検出限界：0.001EU/mL（1EU/L）

EGリーダーSV-12
EGリーダーSV-12はシングルバイアルを用いたエンドトキシン測定
装置で、試薬の無駄なく測定を行うことができます。シングルバイアルを
本体に挿入することにより、随時測定が開始され、加温、測定、測定
結果の算出まで、自動的に行うことができます。
1～12検体の同時測定が可能で、繰り返し測定することで最大
48検体までの測定が可能です。

▶▶▶ 特徴

▶▶▶ 必要な機器、試薬

900630 EGリーダー SV-12

※パソコンはセットには含まれません。

EGリーダー SV-12本体…………………………………………… 1台
ソフトウェアインストールCD-ROM………………………………… 2枚
シリアル通信ケーブル……………………………………………… 1本
電源コード…………………………………………………………… 1本
遮光カバー…………………………………………………………… 1本
電源プラグ3極→2極変換アダプター…………………………… 1個
マニュアル・保証書………………………………………………… 1本

￥980,0001台

Code

セット内容

品　名 包　装 価　格

エンドスペシー®ES-24Sセット
エンドスペシーES-24Sセットは比色法によるエンドトキシン測定用試
薬セットで、エンドトキシンのみに特異的に反応します。
少数検体測定に最適で、測定に必要な本数だけ使用できるシングル
タイプ包装で、バイアルをそのまま反応管として使用することができます。

020170 エンドスペシー®ES-24Sセット ￥33,0001セット

Code 品　名 包　装 価　格

エンドトキシン標準品CSE-Lセット
エンドトキシン測定用の標準品セットで、エンドスペシーES-24Sセットと
組み合わせて使用します。添付の蒸留水（エンドトキシン、β-グルカンフリー）
1本全量で溶解したとき、ラベルに記載された濃度になるよう調製されて
います。

020055 エンドトキシン標準品CSE-Lセット

⑤蒸留水（エンドトキシン、β-グルカンフリー）…………… 2.8mL×6本
⑥標準品 E.coli O113:H10株由来エンドトキシン……………… 3本

￥10,0001セット

Code

セット内容

品　名 包　装 価　格

測定装置

測定用試薬

③緩衝液…………………………………………………… 2.8mL×4本
④LAL試薬（C系ライセート）……………………………………… 24本
⑤蒸留水（エンドトキシン、β-グルカンフリー）…………… 2.8mL×2本

セット内容

エンドトキシン測定用試薬・機器　－少数検体測定用－

6



1. EGリーダーSV-12本体にパソコンを接続し、電源を入れます。
2. パソコン画面上のEGリーダーSV-12ソフトアイコンをクリックします。
3. 15分間のウォームアップが自動的に始まります。
ウォームアップ終了後、測定を行ってください。
（温度表示部が37.0であることを確認してください）

▶▶▶ 少数検体測定 －エンドスペシー®ES-24S・EGリーダーSV-12を用いた測定－ 測定の流れ

4. EGリーダーSV-12の設定を行います（既存ファイルを開き、適宜設定することも可能です）。
• バイアルパターン
• 標準液の濃度

5. EGリーダーSV-12のアルミブロックを遮光板で覆い、ベース補正を行います。
　＊ ベース補正は試薬バイアルをセットせずに行ってください。
6. 測定開始アイコンをクリックします。カブトガニアイコンが回転して、測定待機状態になります。
7. 必要数のエンドスペシーES-24SのLAL試薬バイアルを開封し、乾熱滅菌アルミキャップを被せます。
8. 標準品のバイアルに添付の蒸留水1本全量を添加し、アルミ箔を被せ試験管ミキサーで少なくとも1分間攪拌して
標準液を調製します。

　＊ 標準液の濃度は試薬バイアル記載の濃度となります。

9. 必要数のLAL試薬バイアルのすべてに緩衝液200μLを添加し、アルミキャップを被せ、試験管ミキサーで2秒程度攪拌し
溶解します。
＊ 緩衝液で溶解後は、速やかに10、11の操作を行ってください。

10. LAL試薬バイアルにブランク液（蒸留水、St1）200μLを添加し、アルミキャップを被せ、試験管ミキサーで2秒程度攪拌します。
11. LAL試薬バイアルをEGリーダーSV-12の所定のウェルに挿入します。バイアルをセットしたウェルから自動的に 37℃、　30分で
測定が始まります。

12. 標準液（St2）、検体についても10、11と同様の作業を繰り返します。
13. 測定終了後は測定結果アイコンをクリックすると、測定結果が表示されます。

900516

900517

900540

900545

800807

800804

800798

800826

900675

トキシペットサンプラー200

トキシペットサンプラー1000

トキシペットチップ200

トキシペットチップ1000

乾熱滅菌アルミキャップ

乾熱滅菌アルミ箔

乾熱滅菌試験管 アルミキャップ付(11.6x65mm)

HDチューブ

試験管ミキサーTM-251

￥25,000

￥25,000

￥27,000

￥16,000

￥9,600

￥1,500

￥11,000

￥22,000

￥30,000

マイクロピペット

マイクロピペット

エンドトキシンフリー チップ（検体の添加、希釈）

エンドトキシンフリー チップ（標準品の溶解、希釈）

ES-24Sキャップ

試薬瓶開封後カバー

エンドトキシン測定用 ガラス器具（検体採取、希釈）

安定化剤入り透析液採取管（透析液の採取、保存）

試験管ミキサー（検体、標準品の攪拌）

1個

1個

500本

100本

100個

100枚

100本

50本

1台

Code 品　名 包　装 価　格 備　考

Ⅰ. EGリーダーSV-12：ウォームアップ

Ⅱ. 測定準備

Ⅲ. 測定・結果確認

器具

ENDOTOXIN
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▶ 多検体測定に適したマルチテストタイプの比色法測定試薬および機器　
・ウェルリーダーMP-96
・エンドスペシーES-50Mセット

▶ 測定時間：30分
▶ 検出限界：0.001EU/mL（1EU/L）

ウェルリーダーMP-96
ウェルリーダーMP-96はマイクロプレートを用いたエンドトキシン測定
装置で、検体と試薬のミキシングから加温、測定、測定結果の算出まで、
すべてを自動的に行うことができます。

▶▶▶ 特徴

▶▶▶ 必要な機器、試薬
測定装置

900625 ウェルリーダーMP-96

※パソコンはセットには含まれません。

ウェルリーダーMP-96本体………………………………………… 1台
DOS-V用接続ケーブル……………………………………………… 1本
ソフトウェアインストールCD-ROM………………………………… 1枚
電源コード…………………………………………………………… 1本
電源プラグ3極→2極変換アダプター……………………………… 1個
マニュアル・保証書…………………………………………………… 1本

￥1,700,0001台

Code

セット内容

品　名 包　装 価　格

エンドスペシー®ES-50Mセット
エンドスペシーES-50Mセットは比色法によるエンドトキシン測定用
試薬セットで、エンドトキシンのみに特異的に反応します。
多検体測定に適したマルチテスト包装で、マイクロプレート-
カイネティック法で50回測定が可能です。

測定用試薬

020150 エンドスペシー®ES-50Mセット

③緩衝液…………………………………………………… 2.8mL×1本
④LAL試薬（C系ライセート）………………………………………… 1本
⑤蒸留水（エンドトキシン、β-グルカンフリー）…………… 2.8mL×1本

￥28,0001セット

Code

セット内容

品　名 包　装 価　格

エンドトキシン標準品CSE-Lセット
エンドトキシン測定用の標準品セットで、エンドスペシーES-50Mセットと
組み合わせて使用します。添付の蒸留水（エンドトキシン、β-グルカンフリー）
1本全量で溶解したとき、ラベルに記載された濃度になるよう調製されて
います。

020055 エンドトキシン標準品CSE-Lセット

⑤蒸留水（エンドトキシン、β-グルカンフリー）…………… 2.8mL×6本
⑥標準品 E.coli O113:H10株由来エンドトキシン……………… 3本

￥10,0001セット

Code

セット内容

品　名 包　装 価　格

エンドトキシン測定用試薬・機器　－多検体測定用－
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1. ウェルリーダーMP-96本体にパソコンを接続し、電源を入れます。
2. パソコン画面上のウェルリーダーMP-96ソフトアイコンをクリックします。
3. 15分間のウォームアップが自動的に始まります。
ウォームアップ終了後、測定を行ってください。
（温度表示部が37.0であることを確認してください）

▶▶▶ 多検体測定 －エンドスペシー®ES-50M・ウェルリーダーMP-96を用いた測定－ 測定の流れ
Ⅰ. ウェルリーダーMP-96：ウォームアップ

4. ウェルリーダーMP-96の設定を行います（既存ファイルを開き、適宜設定することも可能です）。
• 測定時のパラメーター
• ウェルパターン
• 標準液の濃度

5. 標準品のバイアルに添付の蒸留水1本全量を添加し、アルミ箔を被せ試験管ミキサーで少なくとも1分間攪拌して
標準液を調製します。

　　＊ 標準液の濃度は試薬バイアル記載の濃度となります。

Ⅱ. 測定準備

6. LPプレートの所定のウェルに、ブランク液（蒸留水、St1）、標準液（St2）、検体を50μＬづつ添加し、プレートの蓋を被せて
おきます。

7. エンドスペシー ES-50MセットのLAL試薬のバイアルを開封します。緩衝液1本全量を添加し、アルミ箔を被せ、泡立てないように
混和溶解します。

　＊ 試験管ミキサーは泡立てる原因となりますので、使用しないでください。
8. プレートのブランク液、標準液、検体が添加されたすべてのウェルに溶解したエンドスペシーES-50Mを50μＬずつ添加します。
9. プレートの蓋を被せたまま、ウェルリーダーMP-96にセットします。
10. Measureアイコンをクリックします。自動的に測定が開始されます。
11. 測定終了後はList Resultアイコンをクリックすると、測定結果が表示されます。

Ⅲ. 測定・結果確認

900510

900520

900570

900516

900517

900540

900545

800804

800798

800826

900675

トキシペットディスペンサー

トキシペットディスペンサー用シリンジ

トキシペットプレートLP

トキシペットサンプラー200

トキシペットサンプラー1000

トキシペットチップ200

トキシペットチップ1000

乾熱滅菌アルミ箔

乾熱滅菌試験管 アルミキャップ付(11.6x65mm)

HDチューブ

試験管ミキサーTM-251

￥33,000

￥26,000

￥31,000

￥25,000

￥25,000

￥27,000

￥16,000

￥1,500

￥11,000

￥22,000

￥30,000

連続分注器

試薬の溶解・分注

エンドトキシンフリー マイクロプレート（反応容器）

マイクロピペット

マイクロピペット

エンドトキシンフリー チップ（検体の添加、希釈）

エンドトキシンフリー チップ（標準品の溶解、希釈）

試薬瓶開封後カバー

エンドトキシン測定用 ガラス器具（検体採取、希釈）

安定化剤入り透析液採取管（透析液の採取、保存）

試験管ミキサー（検体、標準品の攪拌）

1個

50本

50枚

1個

1個

500本

100本

100枚

100本

50本

1台

Code 品　名 包　装 価　格 備　考

器具

ENDOTOXIN
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①T字型サンプリングポートのキャップ部分を消毒用アルコール綿できれいに拭きます。
②注射針を付けたディスポーザブルシリンジを用いて、シリンジ全体を透析液で満たす
ように吸引した後、一度破棄します。
③再度シリンジを刺して数回ポンピングを繰り返します。
④採取した透析液を乾熱減菌試験管に移しすぐに測定を行うか、HDチューブ＊に
採取して冷蔵保存します。

▶▶▶ T字サンプリングポート

①10分以上液を流します。
②注射針を付けたディスポーザブルシリンジを用いて、シリンジ全体を透析液で満たす
ように吸引した後、一度破棄します。
③再度ディスポーザブルシリンジで、流水の透析液から吸引採取します。
④採取した透析液を乾熱減菌試験管に移しすぐに測定を行うか、HDチューブ＊に
採取して冷蔵保存します。

透析液中エンドトキシン測定用の透析液の採取および保存用真空採取管
（安定化剤入り）です。安定化剤を含んでいますので、透析液中エンドトキシン
の経時的な失活や容器への吸着を防ぎます。採取された透析液は4℃保存で
7日間安定です。
日本HDF研究会「透析液エンドトキシン測定に関するバリデーション指針
（草案）」適合品です。

▶▶▶ カプラーからの採取

サンプルの採取法

HDチューブ
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・Step-by-Stepの簡単操作
・0.25EU/mLを約30分で判定
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010320 パイロセート(0.25EU/mL)
【キット内容】
サンプル用試薬
陽性コントロール用試薬
パイロセート用ディスポーザブルピペット

￥35,000- 試薬10テスト

900549 パイロセート用ディスポーザブルピペット ￥5,000- 器具50本

Code 品　名 包　装 価　格 備　考

ENDOTOXINENDOTOXIN

関連商品
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